
【様式２】 

平 成 １ ３ 年 度 授 業 実 践 結 果 
学校名：              

授業日 平成１４年１月１８日 学 年 ３年次 
授業者 鍵谷英一郎 馬場聖臣 教 科 インターネット 
校 種 高 単 元 パソコンでｅメール 

 
授

業

者

等 
ねらい ホームページ作成を終え、メールが電話やＦＡＸと同様に便利で 

あることを知ると同時に危険性もあることを認識させる。 
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１． ｅ―ｍａｉｌの仕組み 
 
２． フリーメールの取得 
   現在では広く普及してきているが、ネット上に名前等を公開するこ

とによって起こる問題を認識させる。 
 
３． マイクロソフト社のＨｏｔ―ｍａｉｌの登録 
    登録にはかなり時間がかかるが多くの人が利用していることを認

識させる。 
 
４． メール交換 
    実際にメールをやりとりする中でマナーやルールを学ぶ 
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 ｈｏｔｍａｉｌの登録にはかなりの時間を必要とする。ありきたりの名前

では既に利用されているためであるが、ここで生徒はＩＴ社会の拡がりを身

をもって感じるようだ。また、携帯電話を利用している生徒が多く、メール

自体への抵抗がないぶんだけ、マナーやルールに関しては関心が薄い。 
ネチケットと言われるネットワーク上の約束事をしっかりと認識させ上で 
広く利用を促したい。 

※ＩＴ活用が分かるように記述願います。 


